平成２６年度（2014年度）
ふくし岩手定期総会並びに懇親会
日　時：平成26年7月5日（土）16時～18時　　　　　　　　　　　　　
会　場：薬王堂緑が丘店2階大ホール・中ホール　　　　　
『第１部－定期総会』　　
次　第　　　　　　　　　進行：佐藤明事務局長
１　開会のことば　　　　　
２　代表挨拶　　　　　
３　議員団挨拶　　　　　
４　議長選出　　　　　
５　議事　　　　　　　　　　　　　　
第1号議案　平成２５年度活動報告
第2号議案　平成２５年度決算報告並びに監査報告　　　　　　　　
第3号議案　平成２６年度活動方針（案）
第4号議案　平成２６年度事業計画（案）
第5号議案　平成２６年度予算（案）
第6号議案　役員退任と補充について
第7号議案　その他
６　閉会のことば
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
『第２部－懇親会』　　　
１　開会　　　　　　　　　　進行：佐藤明事務局長
２　代表挨拶　　　　　　　　　

３　乾杯　　　　

４　懇談　　　　　　　

５　自己紹介

６　閉会
　　　　　　
第1号議案　　　平成２５年度活動報告
平成25年度の取り組み
東日本大震災から3年4か月が経過し、沿岸被災地の復興作業は少しずつ目に見えるようになって来たようです。しかしながら、地価の上昇や職人不足、建築コストの上昇は被災者に大きく負担となってのしかかっています。そればかりか、被災者のみならず、一般市民や高齢者、障がい者においても、今年４月からの消費増税により大きな打撃となって、生活不安や将来への不安が増大している状況が見られます。
とりわけ、被災地にあっては、自宅を自力再建するか災害公営住宅に入居するか、揺れる思いを持つ被災者の心情が報道されました。また、内陸周辺に避難している方にあっては、年月が経過する中で、ふるさとへの郷愁の思いと避難先での生活再建とが交錯し、高齢者ほど切迫感が募り、厳しい選択を迫られている現実があります。
さて、四戸好美副代表の叙勲という、おめでたいスタートになった本会の昨年度の事業について報告します。昨年11月3日には、避難者に呼びかけ「交流と健康の集い」を開催しました。被災された方による体験報告をもとに、「防災意識・避難訓練の重要性を呼びかけ、高齢者や障がい者の安全を優先する街づくりをしてほしい」、「日頃の家族や地域でのコミュニケーションが万が一の際に役に立つ」など、貴重な意見を聞くことができました。また、避難者は、慣れない環境での生活から、心身の不調が多いということから、健康増進を目的として東洋医学を活用した体操やストレッチ、マッサージコーナーにより、「マッサージがとても心地よく体が楽になった」、「講話や体操の効果が実感できて役に立ったので、日常でも心掛けたい」といった感想が聞かれました。
この事業は、岩手県共同募金会から助成金を受け実施することが出来ました、この場をお借りし感謝の意を表したいと思います。
そして、昨年度最大の事業となったものとして、希望の歌実行委員会をつくり、復興支援コンサート・魂のテノール歌手「新垣勉希望の歌コンサート」が、県民会館中ホールにおいて11月30日開催されました。新垣勉さんの曲間のトークも楽しく、優しい励ましの言葉と、愛と慈しみに満ちた歌唱が相まって、感動の涙を流す観客も多数ありました。
このコンサートでは、東日本大震災による内陸避難者の方や沿岸被災者の方を無料招待させていただきました。また、多くの一般市民のボランティアや高校生の協力で手作りの心温まる公演となり、観客が笑顔で帰られる姿がとても印象的でした。
毎月第2日曜日に恒例となった、うたごえ喫茶の共催は、愛好者の来場者も多く安定しており、昨年度は5回開催され、6月の開催で通算18回目となりました。歌声の集いは、全国的にも増加しているそうです。
ふくし岩手ニュースは５回発行し、ホームページは随時更新し活動内容を公開しました。
多くの成果があった反面、課題もあります。ふくし岩手では、被災者が主体となり、被災者が意見交換をしながら情報発信することを目的に「盛岡地域被災者連絡会」を立ち上げました。しかし、その活動はまだ目的半ばの状況であります。仲間づくりと日常の呼びかけの必要性を感じています。
第1号議案-２　　　平成２５年度　活動記録報告
（平成26年7月1日現在）
主な経過報告
平成２５年 
６月３０日　　定期総会（労働福祉会館5階）２０名出席、委任状１７名。
平成24年度活動報告・決算報告・監査報告　
平成25年度活動方針・予算　　　　　　　　
役員の改選
　　　　　　　　　 　四戸好美副代表　旭日双光章を祝う会　３５名出席。
７月２５日　　新垣勉コンサート第2回実行委員会へ千葉代表出席。
（ふれあいランド）
８月　５日　　岩手県共同募金会に助成金申請書提出。（盛岡市社協経由）
８月　５日　　もりおか復興支援ネットワーク８月例会に、佐藤事務局長出席。
（勤労福祉会館）
８月２７日　　もりおか復興支援センターへチラシ（２種類）各750枚依頼。
（定期郵便折込9月初旬）
８月２７日　　新垣勉コンサート第3回実行委員会へ千葉代表、佐藤事務局　長出席。（ふれあいランド）
９月　８日　　第14回うたごえ喫茶の共催（風の又三郎）
９月２５日　　新垣勉コンサート第4回実行委員会へ千葉代表、佐藤事務局長、山崎幹事出席。（ふれあいランド）
９月２８日　　もりおか復興支援センターへチラシ（第3回交流と健康の集
い）750枚依頼。（定期郵便折込10月初旬）
　   １０月  ７日    もりおか復興支援ネットワーク10月例会に千葉代表、佐藤事
務局長出席。（プラザおでって）
１０月  ９日    セーブイワテ主催復興支援集会、「支援新時代盛岡からできること」に千葉代表、田野崎事務局次長出席。（プラザおでって）
１０月１３日　　第1回役員会議開催。（アイーナ６階団体活動室４）
１０月１４日　　新垣勉コンサート第5回実行委員会へ千葉代表、佐藤事務局長、及川幹事出席。（ふれあいランド）
１１月　２日　　新垣勉コンサート第6回実行委員会へ千葉代表、佐々木副代表、佐藤事務局長、及川幹事出席。（ふれあいランド）
１１月　３日　　ふくし岩手・盛岡地域被災者連絡会、第3回交流と健康の集い実施。25名参加。（上田公民館）
１１月１０日　　第15回うたごえ喫茶の共催。（風の又三郎）
１１月２１日　　新垣勉コンサート第7回実行委員会へ千葉代表、佐々木副代表、佐藤事務局長、及川幹事出席。（ふれあいランド）
１１月２７日　　岩手県共同募金会へ助成金精算報告書提出。（11月３日開催、第3回交流と健康の集いの件）
１１月３０日　　新垣勉希望の歌コンサート開催。実行委員として10名の会員が参加。盛岡地域と沿岸の被災者無料招待入場者は63名、観客席は満席であった。（県民会館中ホール）
１２月　２日　　もりおか復興支援ネットワーク12月例会に佐藤事務局長出席。
新垣勉希望の歌コンサート協力のお礼を話す。（プラザおでって）
１２月　９日　　新垣勉コンサート第8回実行委員会へ千葉代表、佐々木副代表、佐藤事務局長出席。（ふれあいランド）
１２月２１日　  希望の歌実行委員会より公演の剰余金配分を受ける。千葉代表、
佐藤事務局長出席。（ふれあいランド）
平成２６年
　　１月　４日　　ふくし岩手ニュース新春１月号を会員、震災被災者などを含む50名に郵送した。
１月１８日　　第2回役員会議開催。（カフェ・カムオン）
４月　９日　　第3回役員会議開催。（カフェ・カムオン）
４月１３日　　第16回うたごえ喫茶の共催。（風の又三郎）
４月２２日　　「あのさく全国上映プロジェクト in 盛岡」第1回実行委員会
開催。8名参加。（緑が丘薬王堂２階）
５月１１日　　第17回うたごえ喫茶の共催。（風の又三郎）
５月１４日　　「あのさく全国上映プロジェクト in 盛岡」第2回実行委員会
開催。7名参加。（緑が丘薬王堂２階）
６月　４日　　「あのさく全国上映プロジェクト in 盛岡」第3回実行委員会
開催。6名参加。（緑が丘薬王堂２階）
６月　５日　　もりおか復興支援ネットワーク、平成26年度総会に佐藤事務局長出席。（もりおか復興支援センター）
６月　８日　　第18回うたごえ喫茶の共催。（風の又三郎）
６月２５日　　「あのさく全国上映プロジェクト in 盛岡」第4回実行委員会
開催。終了後、第4回役員会議開催。（緑が丘薬王堂２階）
７月  １日　　平成25年度会計監査実施（北田治子監事・佐藤事務局長）
第2号議案　　　平成２５年度決算報告　　

（単位　円）
収入の部
前年度繰越金
    　　      98,606    被災者連絡会特別会計33,000円含む　
年会費　　　　　   
　   　23,000　　23名




四戸好美氏祝う会会費　　　 140,000　　35名×4,000円



ご祝儀　　
              20,000　　野原修一氏

寄付　　　　　　　　　　　　 5,000　　佐々木晃氏



寄付　　        　　　　　　 2,000　　及川　鑑氏
寄付　　　　　　　　　　　 200,000　　新垣勉コンサート実行委員会

岩手県共同募金会　　       100,000　　助成金




雑収入　
              　  28　　預金利息



合計　　　　　　　         588,634

支出の部
通信費
　　　　　        　25,993　　はがき・切手代
事務費
　　　　　　　　　　21,845　　コピー用紙代、印鑑製作代、インク代
印刷費　　　　　　　　　　 29,680　　ふくし岩手ニュース、交流会等チラシ類
飲食費・飲物代ほか
     152,900　　四戸氏祝う会、被災者交流会飲食
会場費
　　　　　        　23,440　　役員会、交流会、あのさく上映会・講演会
会議費
　　　　　          14,053　　役員会、実行委員会お茶代
謝金・交通費
             36,620    講師謝礼、バス代など
慶弔費                     15,000    四戸氏お祝い金・見舞金
県共同募金会返戻金
      13,591　　助成金の残金
雑費
                     5,797    プロジェクタケーブル代（5ｍ）、HP管理料
合計　　　　　　　　    　338,919　


収入588,634－支出338,919＝249,715円

――――――――――――――――――――――――――――――――――――

≪監査報告≫
佐藤事務局長宅において監査した結果をご報告します。

帳簿、通帳、領収書等について、適正に処理されていることを報告します。
平成　　26年　　　7月　　　1日
監事　　北　田　　治　子　　印

第3号議案　　　平成２６年度活動方針（案）
はじめに
東日本大震災から3年４ヶ月が経過しましたが、今なお、被災地復興の進捗状況は二合目にようやく入った位ではないでしょうか。被災者が希望を持てるような目に見える状況が少しばかり現れてきた段階と言えるでしょう。福島原発においては、いまだに国民に大きな不安を与えていますし、避難者の生活状況も相変わらず深刻な事態が続いています。
震災の記憶が薄れることを憂慮しています。私たちは、風化させてはいけないのです。二度と悲惨な体験を繰り返さないためにも、災害から身を守る訓練や防災意識を喚起させる行動を続けなければならないと考えています。
さて、この1年、いわゆるアベノミクス効果による経済成長が一時喧伝されていたものの、 国家財政の危機に変化はありません。今年4月からの消費税導入において、経済の失速を懸念する声が大きくなっています。今国会では、集団的自衛権問題が大きく取り上げられ、活発な議論が展開されています。国民の声を無視することなく政治を行ってほしいと願うばかりです。時の政府の判断の誤りと失政のつけを国民に転嫁していく政治は、いつの時代にあっても断じて容認できるものではありません。
世界情勢の変化が目覚ましく、周辺隣国とアジア情勢、欧米諸国と新興国との力のバランスが変わりつつある今、外交安保問題は経験値のみならず、新たな価値観の創出が求められている情勢ではないでしょうか。
ふくし岩手は、国民の生命を守り、全ての人々が幸せに暮らせる社会(国・地域)の構築を求めてやみません。被災地域のより早急な復旧・復興を、国・県に求めるものです。
平成25年度の活動を踏まえ、絆で結ばれた共生社会の深化・拡充を岩手・盛岡から全国に向けて粘り強く発信していこうではありませんか。
「ふくし岩手」の政策課題と対応方針及び指針
1.　真の「ふくし社会」の実現をめざす取り組み
1）岩手県・盛岡市を模範的な福祉社会構築をはかり、そのための施策推進を期していく。第1に少子高齢化社会において、すべての人が住み良く安心して生存でき、希望と活力の生まれる社会をめざします。
2）高齢者の持つ知恵と経験を「ふくし社会」構築に生かすと共に、青年、女性、障がい者が共に暮らせる共生・共存の地域づくりを進めます。
3）地方分権・地域主権体制の真の確立の中で年金・医療・雇用・産業・企業農林漁業など福祉社会の実現を展望します。
2.　安心して暮らせる岩手県・盛岡市の創生をめざす取り組み
1）被災地の早期復興と新しい街づくりの展望ある施策を求めるとともに、沿岸被災
地域・被災者、盛岡周辺地域避難者に対する支援を継続します。
2）防災体制の確立をめざし、災害に対する備えとバリアフリ一の避難施設の構築を求めます。
3）防潮・防波堤、河川の堤防、がけ崩れ・土砂災害等の対策を急ぎ、子子孫孫に至る万全な県土・国土の防災体制の達成に努めます。
4）安心・安全な食と食料自給率の向上を図るため、田・畑等の耕作放棄地の復活を図り、作付が容易な食料の増産に努め自給率を向上させます。
３.　原発から省エネ・新エネの構築を
1）脱原発をめざし、新エネルギ一対策の推進をはかり、再生可能エネルギー（太陽光、地熱、風力、波力）、クリーンエネルギ一等の開発事業を支援します。
2）そのため、行政機関に研究開発に向けた部局を設置するよう求めます。
4.　教育に投資を
1）未来を築く子ども・青年の人づくりは、未来の県土づくりのキーワードである。少人数学級の推進(当面は32人学級)をはかります。
2)ひきこもり青年の社会参加のための場づくりなど人を育み、社会に貢献できる人材育成に努めます。
3）岩手の生んだ傑出した先人に学び、偉業を街づくり県土づくりに生かしていく。
　歴史と人と文化を県政・市政発展の基礎に置く施策を進めます。
5.　福祉の充実
1）高齢者、身障者、女性等が安定した生活が保障される社会の構築を目指します。
2）高齢者の福祉と生活安定に向け、岩手県年金受給者協会との連携をはかります。
3）弱者の社会参加を促進し、人権を守っていくため、法整備とあらゆる差別の撤廃を実現します。
6.　平和体制の一層の拡充を
1）全世界に平和思想を普及させていくことが、戦後の日本の骨格であり使命です。世界に平和の理念を発信すると共に被爆国日本から核廃絶、軍備縮小、基地撤廃など国際社会の理解と賛同を得るよう発信していきます。
7.　快適な住環境整備を
1）人口減に歯止めをかけるため、若者が定着できる住環境整備と雇用確保対策を県政・市政の重要課題とする。そのため、安価な住宅の建設や空き家を活用した住環境整備を目指します。
2) 企業誘致、地場産業の育成を強力に推し進め、若者の県外流出を防ぐ。そのため、庁舎内に横断的な「雇用推進対策会議」設置を求めていきます。
3) 積雪や凍結路から県民・市民の冬期間のくらしを守る。
4）生活道路の改修を実施するとともに、鉄道踏切の設備改善、高架橋、ガードレール等の工事を進めます。
8.　政治参加を促す取り組み
1）県民・市民の政治参加により開かれた県政・市政を進めます。そのため、各種選拳に際し、政策協定、候補者の擁立・推薦・支援などを行ない、ふくし社会の拡充と民主主義の発展に寄与していきます。
2)経済状況を活性化させるため、消費税増税の撤回を求めます。
9.　ふくし岩手の活動
1)「ふくし岩手ニュース」を随時発行し、活動の様子を会員・被災者・一般市民に紹介する。
2)ホームページを活用して、活動を広く県民・市民に公開する広報媒体として、より一層充実させ情報発信を図ります。
（ふくし岩手ホームページURL:http://hukusi-iwate.jimdo.com/）
3）復興支援活動として、「あのさく全国上映プロジェクトin盛岡」のイベントの成功に向けて取り組む。震災の風化防止と防災意識の喚起を目的として、7月19日にドキュメンタリー映画の自主上映会と講演会を上田公民館において開催します。
4）復興支援活動として、盛岡地域周辺に避難する方・ふくし岩手会員・一般市民を対象として、貯筋運動（健康づくり・介護予防）教室を９月から11月にかけて８回開催する。目的は、交流と親睦の場、そして健康増進と介護予防の啓発を兼ねるものとする。
5）「うたごえ喫茶」の共催を継続し、地域ふくし活動の輪をより一層拡げていきます。
6）被災地の復興支援団体や各種ボランティア団体との連携を強め、内陸において後方支援的な活動をより強化していきます。
――――――――――――――――――――――――――――――――――――

第4号議案　　　平成２６年度事業計画（案）
（1）貯筋運動（健康づくり・介護予防）教室開催
・岩手県鍼灸マッサージ師会との共催

・9月～11月、毎週水曜日14時～16時（全8回予定）
・開催予定：9／17・24、10／1・8・15・22・29、11／5　
（2）うたごえ喫茶の共催
・実行委員会による主催・運営
・開催日：毎月第２日曜日 午後2時～4時
・会場：高松の池「風の又三郎」
・会費：千円（飲物付）
（3）ふくし岩手ニュース発行：随時
（4）ホームページ更新：随時
（5）早期復興を要望しながら、随時沿岸地域を訪問します
（6）役員会：随時
（7）その他
第5号議案　　　平成２６年度会計予算（案）
（単位　円）
収入の部
前年度繰越金
      　    249,715




年会費　　　　　   
　 　 30,000　　30名





あのさく自主上映・講演会  100,000　　100名参加

寄付　  　　　　　　　     10,000　

岩手県共同募金会　　      100,000　　助成金（7月中旬に確定）
雑収入　
              1,000　　
合計　　　　　　　        490,715




支出の部


通信費
　　　　　        　30,000　　はがき・切手代
事務費　                   20,000    コピー用紙、消耗品

印刷費
　　              　30,000　　ふくし岩手ニュース
会場費
　　　　　　        40,000　　貯筋運動教室、役員会、交流会
会議費
　　　　　          10,000　　役員会お茶代
交流会開催費　　　　   　 100,000　　助成金
謝金・交通費
             64,000    鍼灸マッサージ師会（2,000円×4人×8回）
雑支出
                    10,000    
予備費　　　　　　　　    186,715
合計　　　　　　　　 　　 490,715　



収入 490,715円 － 支出 490,715円　＝ 0円


第6号議案　　　役員退任と補充について
　　
顧問　　　　　海妻　矩彦

野原　修一　　　　　　
代表　　　　　千葉　健一　　　　　　
代表代行　　　佐々木　晃　　　　　
副代表　　　　四戸　好美　　　　　　
事務局長　　　佐藤　　明　
事務局次長　　田野崎真也（退任）
会計担当　　　佐藤　典子（新任）
幹事　　　　　及川　　鑑

　　　　　　　古水　健吾
　　　　　　　岡崎　正道（新任）
　　　　　　　山崎　純醒（退任）
会計監事　　　北田　治子　　　　　
――――――――――――――――――――――――――――――――――――
第7号議案　　　その他
（メモ）

地域クラブ 「ふくし岩手」規約
第1条（名称・所在地）
本会は、「ふくし岩手」と称し、主たる事務所を盛岡市高松四丁目7番67号に置く
第2 条（目的）
本会は、東日本大震災をふまえ、いのちを守る政治と共生する時代の新たな地域社会を築くため会員同士が互助連帯絆を深め合い、福祉の向上を期することを目的とする
第3条（事業）
本会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う
1　共助のネットワークを築き、福祉等の諸事業推進
2　被災地の早期復興と防災体制の強化に寄与
3　福祉事業に係る実践と交流・研究、講演会、国内外の先進地視察等
4　「ふくし岩手」の主旨に賛同する各種選挙への候補者の擁立・支援
5　関係団体・機関・政党との連携
6　その他本会の目的達成に必要な事業
第4条（会員）
本会は、第2条の目的に賛同し、入会申込書を提出したものをもって会員とする
第5条（役員）
本会に次の役員を置く
顧問　　　若干名
代表　　　 1名
副代表 　　若干名
事務局長　 1名
監事 　　　1名
幹事　　　若干名
会計 　　　1名
第6条（役員の選出及び任期）
1　役員の選出は、総会に置いて選出する
2　役員の任期は2年とする、但し再任は妨げない
第7条（会議）
1　代表は、年1回の通常総会その他必要に応じて臨時総会を開催する
2　代表は、必要に応じて役員会を招集する
第8条（会計）
1　本会の経費は、会費 (年間1,000円)、寄付、その他の収入をもって充当する
第9条（会計年度及び監査）
1　本会の会計年度は、毎年7月1日より翌年6月30日までとする。事業に係る経費はその都度会員の自己負担とする
2　会計責任者は、本会の経理につき、年1回の監事による監査を受け、その際、監査意見書を付して総会に報告する
第10条（規約の改廃）
本規約の改廃は、総会に置いて決定する
第11条（補足）
本規約に定めなき事項については、役員会で決定する
付則
本規約は、2011年（平成23年）7月27日より実施する
　平成24年7月15日一部を改正する（会計年度）
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